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提言内容

提言１ 知事と部局長との議論・調整の機会を確保する。

提言２ 事業の優先度と予算フレームを踏まえた予算編成を行う。

提言３ 成果の確認と検証作業を活性化させる。

提言４ 予算編成過程の透明性を高める。

提言５ 厳しい財政状況に対する認識を職員全員が共有する。

提言６ 予算編成作業を総点検して無駄を省く。
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【A案】

〇現在、施策別財源配分制度は施策の取組状況に関係なく対前年度に一定割合の

配分率を乗じて配分しているが、これを施策別に配分率を変動させ、注力する施

策に対しては予算を厚く配分する方法に変更する。

〇配分率は、翌年度の経営方針に基づいて調整する。

配分率の調整方法としては、例えば、成果レポートの評価結果等を参考にして翌

年度に注力すべき施策を選ぶ、といった案が考えられる。

施策名 配分率

施策A
▲25％

施策B

施策C

施策名 配分率

施策A ▲20％

施策B ▲30％

施策C ▲40％

【現在】 【提言】
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